
県民の皆さまへ

1

副議長議　長

　埼玉県議会議長の立石泰広でございます。
　埼玉県議会へようこそおいでくださいました。県議会を代表いたしまして心から歓迎
申し上げます。
　さて、世界中で猛威を振るい、本県議会においても３年以上にわたり対応を協議してま
いりました新型コロナウイルス感染症は、令和５年５月に、５類移行という一つの節目を
迎えました。しかし今後も、再度の感染拡大も念頭に置きつつ、県民の皆さまが安心して
生活できるよう取り組みを進めなければなりません。
　また、人口減少、加速する少子高齢化、地域経済の回復と持続的発展、激甚化・頻発化す
る自然災害など、私たちが乗り越えなければならない課題は山積しており、諸課題を解決
するための鍵となるDXも進めてゆく必要があります。
　さらに、昨年度策定しました「埼玉県議会業務継続計画」の実効性を確保する防災訓練
の実施など、非常時における議会機能の継続に万全を期してまいります。
　県民の皆さまの声をしっかりと受け止め、現場を重視した議会活動を通して誠実にそ
の職務を果たし、「誰一人取り残さない」という SDGs の理念に基づき、県民誰もが安心
して豊かに暮らせる郷土埼玉を築いていくために、ソーシャルインクルージョン（社会的
包容力）の充実が求められます。
　そのためには、議会がチェック機能を最大限に発揮することはもちろん、議員同士が活
発に議論し、社会状況に即して政策提案を行っていくことが重要であると考えておりま
す。二元代表制の一翼を担う県議会がその役割と責務を果たせるよう、全力で努めてまい
ります。
　県民の皆さまにおかれましては、今後とも県議会に対するより一層のご支援、ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。
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　誰もが生き生きと安心して暮らせる埼玉県
にすることは、私たち県民の共通した願いで
す。
　その実現のためには、私たち県民一人ひと
りが県政について考え、その声を県政に届け
ることが大切です。
　そこで、選挙によって選ばれた県議会議員
が私たちの代表として、県民の声を県政に反
映させるために集まり、さまざまな話し合い
を行っているのが県議会です。

議決機関と執行機関 ～県政の両輪～

議決を受けて

① 条例を制定、改正または廃止すること
② 予算を定め、補正すること
③ 決算を認定すること
④ ５億円以上の工事などを契約すること
⑤ ７千万円以上の財産を取得または処分すること　などです。

県議会の権限

知事が選任・任命する重要な人事（例　副知事、教育長、教育委員会委員、監査委員、公安委員
会委員）などは、事前に県議会の同意が必要です。

議長、副議長のほか、選挙管理委員などの選挙を行います。

県の仕事がきちんと行われているかどうかを調べます。

　このほか議会に提出された請願の審議、議会としての決議、国会や関係行政庁に対する意見書
の提出などを行っています。
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議員や知事から提出された議案について可否を決定します。県議会が議決するのは、


